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企業・学校・NPOの誰もが使いやすい環境
配慮施策パッケージの開発と導入支援

ウミガメにおける海洋ゴミ問題のモニタリ
ング調査と誤食ゴミを活用した参加型啓発
プログラムの開発

オンラインイベント
参加者 923 人

協働パートナー 30 組織/人

今年度計画の達成度 70 ％

目標達成度 70 ％
 東京都・長野県・広島県・石垣島・インドネシア 調査研究
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活動内容と成果
オペレーションのエコシフトを支援する組織の対象
を企業から学校や自治体にも広げ、ウェブサイトの
リニューアルを行った。施策数を68に増やし、環境
負荷計算ツールを開発したことで効果指標を数値で
表せるようになった。オンラインイベントを18回開
催、イベントレポートやエコ施策事例紹介記事は43
件サイトに掲載し、新型コロナウイルス禍にあって
も情報発信をすることができた。導入パートナー団
体は7組織、導入支援プラットフォームにはアンバサ
ダー 5人とテックパートナー 18法人が加わり、合計
30組織/人のパートナーと協働している。

活動内容と成果
● ウミガメ漂着個体及び混獲個体の調査を139頭に
対して行った。また、小笠原の捕殺個体も加え、ゴ
ミの誤食状況を調べた結果、平均して7割のウミガ
メがゴミを摂取していた（地域やウミガメの種類
により誤食率は異なる）
● ウミガメのフンを分析したところ、15/15頭からマ
イクロプラスチックが検出された
● 海洋ゴミやウミガメに関する普及啓発のためのオン
ラインイベントを12月と2月に計2回実施をした。合
計38人が参加。アンケートは回答が得られた30人の
うち29人が「大満足」「満足」という結果となった

課　題
組織のオペレーションをエコ化する施策は多く、や
りやすいところから始められ、環境効果も高いが、情
報の散在や、進め方がわからないなど、取り組めてい
ない組織は多い。

目　標
組織のオペレーション面がエコであることが当たり
前の社会を目指す。

課　題
海洋ゴミの生物への影響は未解明な部分が多く、現
状把握が急務となっている。

目　標
海洋ゴミ問題についてウミガメへの影響を解明し、
一般へその情報を拡散する。
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苦労した点と工夫した点
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■苦労した点
Operation Greenのミッションに共
感し、インプットの研修までは進む
ものの、施策の導入まで進むのは難
しい。

■工夫した点
イベントや会議を全てオンラインに
切り替え、新型コロナウイルス禍で
もプロジェクトの推進に支障がない
よう尽力した。

■苦労した点
ウミガメの漂着個体の調査があまり
写真映えするものではないので、活動
アピールがやりづらいところがある。

■工夫した点
写真を少し加工したり、きれいな風
景を背景に撮影するなどして、
twitterでの投稿を昨年より増やした。

「なぜ導入すべきか？」を理解する動画教材を含むパッケージを確立させ、導入組
織を増やしたい。蓄積した多様な事例を発信することでアライアンスを拡大させ、
プロジェクトのインパクトを最大化する。

活動も2年目となり、データも蓄積されてきた。積極的に活動をPRし、ウミガメを
通して、ゴミや環境問題を考えてもらえるきっかけにしてほしい。
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展望
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オンライン講座オンライン講座

ウミガメ漂着の連絡が入ると現場に向かうウミガメ漂着の連絡が入ると現場に向かう

エコ施策の曼荼羅図エコ施策の曼荼羅図

ウミガメが誤食していたプラスウミガメが誤食していたプラス
チックごみチックごみ

調査頭数 139 頭
オンラインイベント
（2回）参加者 38 人

今年度計画の達成度 80 ％

目標達成度 80 ％
 関東


